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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期
第３四半期
連結累計期間

第69期
第３四半期
連結累計期間

第68期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2023年４月１日
至　2023年12月31日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （千円） 7,854,197 9,281,718 11,336,151

経常利益 （千円） 198,992 186,490 323,987

親会社株主に帰属する四半期(当

期)純利益
（千円） 124,989 91,815 198,679

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 143,618 176,482 216,295

純資産額 （千円） 7,232,340 7,588,328 7,484,387

総資産額 （千円） 14,242,319 14,890,565 15,207,250

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 43.16 31.71 68.61

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.8 49.7 48.0

 

回次
第68期
第３四半期
連結会計期間

第69期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

自　2023年10月１日
至　2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 51.94 20.40

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による影響が緩和され、社会・経

済活動の正常化が進んだものの、不安定な国際情勢や円安を背景に、エネルギーコストや原材料価格の高騰の影響

が残るなど、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループ（当社および子会社）は、販売部門においては、役所や建設コンサルタン

トに向けた提案営業や新規顧客開拓を鋭意推進し、受注獲得に努めてまいりました。また、開発・設計部門の支援

による３次元データ等のデジタル技術を駆使しながら、高付加価値製品の拡販や難易度の高い特注物件の受注にも

注力いたしました。加えて、原材料価格の高騰に対処すべく、販売価格の適正化にも取り組んでまいりました。

　一方、生産部門においても、エネルギーコストや原材料価格の高騰の影響を抑制すべく、生産性の向上をより一

層推進し、協力会社との連携も強化しながらさらなる原価の低減を推し進めるなど、グループ一丸となって収益の

向上に努めてまいりました。

　現在、当社グループは地域戦略として、東日本地区における土木資材製品の拡販によるシェア獲得に努めるとと

もに、連結子会社の葉月工業株式会社（鹿児島県鹿児島市）との連携により、九州地区における本格的な事業展開

に向けた準備を進めております。また、優れた耐久性・安全性に加え、既存の工法にない排水機能をもつ補強土擁

壁工法「スリットウォール工法」を事業譲受し、山間部や宅地造成等の法面や盛土の安全・安心確保に向けた提案

工法として全国展開すべく対応を進めております。さらには、脱炭素化についても重要な経営課題と位置づけ、

2023年４月に新設の「サステナビリティ推進室」を中心とした取組みを加速化させており、2040年を当社グループ

におけるカーボンニュートラル実現の目標期限と定め、低炭素型素材・製品の開発や再生可能エネルギーの導入な

ど、具体的な施策を推し進めております。

　当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は、第３四半期において一部の大型物件工事の終

了や繰延などにより厳しい状況に転じたものの、第２四半期までの好調な業績に加え、葉月工業株式会社の業績を

連結の範囲に含めたことで、92億81百万円（前年同期比18.2％増）となりました。一方、利益面においては、販売

費及び一般管理費の増加分を増収効果で吸収できず、営業利益は１億45百万円（前年同期比12.1％減）、経常利益

は１億86百万円（前年同期比6.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は91百万円（前年同期比26.5％減）

となりました。

　セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

 

（土木資材事業）

　国や地方の推進する「国土強靭化」や「防災・減災」、「流域治水」などの重点施策を背景に、高付加価値製

品の拡販に努めた結果、第２四半期までの好調な業績を支えた大型物件工事の終了や一時中断はあったものの、

主力製品のボックスカルバートや側溝をはじめとする道路用製品などが好調に推移したことや、葉月工業株式会

社の業績を連結の範囲に含めたことで、当セグメントの売上高は65億51百万円（前年同期比25.6％増）、当セグ

メント利益は２億16百万円（同4.8％増）となりました。

 

（景観資材事業）

　駅前整備事業や公園・商業施設などの大型物件の受注に向けて、豊富な製品ラインナップと当社オリジナルの

特注対応力を活かした提案営業を推進し受注獲得に努めたことで、第３四半期において大型物件工事の繰延など

の影響はあったものの、透水タイプの舗装材や、ベンチを始めとする擬石ファニチュア製品などが堅調に推移し

た結果、当セグメントの売上高は20億27百万円（前年同期比10.5％増）、当セグメント損失は90百万円（前年同

期は62百万円の損失）となりました。
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（エクステリア事業）

　水まわり製品を中心に新製品の投入や品揃えの強化によるラインナップの拡充を図り、ハウスメーカーを中心

に拡販を推進したものの、主力製品の立水栓が苦戦を強いられ、その他の製品も振るわなかったことから、当セ

グメントの売上高は７億２百万円（前年同期比12.7％減）、当セグメント利益は19百万円（同9.9％減）となり

ました。

 

②財政状態

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて３億16百万円減少し、148億90百万

円となりました。これは主に、商品及び製品や有形固定資産の増加はあったものの、売上高に季節的変動があるこ

とで、売上債権の受取手形、売掛金及び契約資産が８億６百万円、電子記録債権が２億94百万円それぞれ減少した

ことなどによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて４億20百万円減少し、73億２百万円と

なりました。これは主に、支払手形及び買掛金が１億60百万円、長期借入金が２億10百万円それぞれ減少したこと

などによるものであります。

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて１億３百万円増加し、75億88百万円

となりました。この結果、自己資本比率は49.7％となりました。

 

(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載については、重要な

変更はありません。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億14百万円であります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,200,000

計 7,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2024年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,064,200 3,064,200
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株で

あります。

計 3,064,200 3,064,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年12月31日 － 3,064,200 － 2,019,800 － 505,000

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（注）
普通株式 168,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,887,100 28,871 －

単元未満株式 普通株式 8,700 －
１単元（100株）未満の
株式

発行済株式総数  3,064,200 － －

総株主の議決権  － 28,871 －

（注）「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己所有株式）

　日本興業株式会社

香川県さぬき市志度
4614番地13

168,400 － 168,400 5.50

計 － 168,400 － 168,400 5.50

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,442,570 1,568,361

受取手形、売掛金及び契約資産 3,350,259 2,543,696

電子記録債権 1,385,831 1,091,759

商品及び製品 1,240,728 1,571,773

仕掛品 80,610 110,089

未成工事支出金 244,643 273,255

原材料及び貯蔵品 343,803 378,737

その他 98,204 106,039

貸倒引当金 △3,090 △1,150

流動資産合計 8,183,562 7,642,562

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 992,935 988,234

土地 3,875,829 3,875,829

その他（純額） 986,502 1,175,692

有形固定資産合計 5,855,266 6,039,755

無形固定資産 215,584 234,785

投資その他の資産   

投資有価証券 552,737 653,446

退職給付に係る資産 197,764 205,503

繰延税金資産 47,429 14,412

その他 154,904 100,100

投資その他の資産合計 952,836 973,462

固定資産合計 7,023,687 7,248,003

資産合計 15,207,250 14,890,565

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,316,007 1,155,431

電子記録債務 1,368,800 1,237,608

短期借入金 2,540,208 2,400,208

未払法人税等 72,208 1,591

未払消費税等 84,748 73,089

未払費用 178,104 276,140

賞与引当金 184,590 73,467

役員賞与引当金 9,425 －

工事損失引当金 － 9,873

その他 535,764 739,517

流動負債合計 6,289,857 5,966,928

固定負債   

長期借入金 1,082,807 872,651

繰延税金負債 53,231 108,797

その他 296,967 353,860

固定負債合計 1,433,005 1,335,308

負債合計 7,722,862 7,302,236
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,019,800 2,019,800

資本剰余金 2,025,656 2,025,656

利益剰余金 3,093,898 3,113,317

自己株式 △91,220 △91,365

株主資本合計 7,048,134 7,067,408

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 237,495 314,560

退職給付に係る調整累計額 19,387 16,391

その他の包括利益累計額合計 256,882 330,952

非支配株主持分 179,370 189,967

純資産合計 7,484,387 7,588,328

負債純資産合計 15,207,250 14,890,565
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 ※１ 7,854,197 ※１ 9,281,718

売上原価 ※２ 6,241,498 ※２ 7,374,863

売上総利益 1,612,699 1,906,855

販売費及び一般管理費 1,447,608 1,761,707

営業利益 165,091 145,147

営業外収益   

受取配当金 16,324 16,863

受取賃貸料 10,408 9,890

工業所有権実施許諾料 2,932 2,418

物品売却益 10,699 10,653

雑収入 8,075 17,552

営業外収益合計 48,441 57,378

営業外費用   

支払利息 10,449 12,014

賃貸費用 3,998 3,959

雑損失 92 61

営業外費用合計 14,540 16,035

経常利益 198,992 186,490

特別利益   

固定資産売却益 770 229

補助金収入 2,000 －

特別利益合計 2,770 229

特別損失   

固定資産除却損 471 244

固定資産圧縮損 2,000 －

特別損失合計 2,471 244

税金等調整前四半期純利益 199,292 186,475

法人税、住民税及び事業税 14,546 17,721

法人税等調整額 59,756 66,581

法人税等合計 74,302 84,302

四半期純利益 124,989 102,172

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 10,356

親会社株主に帰属する四半期純利益 124,989 91,815
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益 124,989 102,172

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 27,621 77,305

退職給付に係る調整額 △8,993 △2,995

その他の包括利益合計 18,628 74,310

四半期包括利益 143,618 176,482

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 143,618 165,885

非支配株主に係る四半期包括利益 － 10,597
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2023年3月31日）

当第3四半期連結会計期間
（2023年12月31日）

受取手形裏書譲渡高 9,938千円 11,211千円

 

２　四半期連結会計期間末日の満期手形等の会計処理

　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日

でしたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形等の

金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2023年3月31日）

当第3四半期連結会計期間
（2023年12月31日）

受取手形 －千円 57,421千円

裏書手形 － 1,173

電子記録債権 － 132,771

支払手形 － 91,160

電子記録債務 － 253,348

その他（設備関係支払手形、

設備関係電子記録債務）
－ 37,486

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

2023年４月１日　至　2023年12月31日）

※１　売上の季節的変動について

　当社グループでは、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間の売上高は他の四半期連結会計期間

の売上高と比べ著しく高くなっており、第１四半期から第３四半期までの各四半期連結会計期間と第４四半

期連結会計期間の業績に季節的変動があります。

 

※２　当社グループ製・商品は重量物であり、運賃コストの占める割合が大きく、かつ契約は得意先現地渡が大

部分であるため、運賃は売上原価に計上しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

減価償却費 293,566千円 344,224千円

のれんの償却額 － 10,363
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年４月28日

取締役会
普通株式 72,399 25.00 2022年３月31日 2022年６月３日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年４月28日

取締役会
普通株式 72,397 25.00 2023年３月31日 2023年６月２日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額
（注） 土木資材事業 景観資材事業

エクステリア
事業

合計

売上高       

官需 3,595,294 1,483,983 24,965 5,104,243 － 5,104,243

民需 1,619,797 350,376 779,780 2,749,953 － 2,749,953

顧客との契約から生じ

る収益
5,215,092 1,834,359 804,746 7,854,197 － 7,854,197

外部顧客への売上高 5,215,092 1,834,359 804,746 7,854,197 － 7,854,197

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 5,215,092 1,834,359 804,746 7,854,197 － 7,854,197

セグメント利益又は損失

（△）
206,569 △62,847 21,369 165,091 － 165,091

（注） セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額
（注） 土木資材事業 景観資材事業

エクステリア
事業

合計

売上高       

官需 4,654,260 1,679,762 58,838 6,392,861 － 6,392,861

民需 1,897,597 347,406 643,853 2,888,856 － 2,888,856

顧客との契約から生じ

る収益
6,551,857 2,027,168 702,691 9,281,718 － 9,281,718

外部顧客への売上高 6,551,857 2,027,168 702,691 9,281,718 － 9,281,718

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 6,551,857 2,027,168 702,691 9,281,718 － 9,281,718

セグメント利益又は損失

（△）
216,520 △90,626 19,253 145,147 － 145,147

（注） セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

EDINET提出書類

日本興業株式会社(E01200)

四半期報告書

14/18



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益  43円16銭 31円71銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益 （千円） 124,989 91,815

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益
（千円） 124,989 91,815

普通株式の期中平均株式数 （株） 2,895,905 2,895,798

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月５日

日本興業株式会社
 

 取締役会　御中 

 

 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ 

 高　松　事　務　所 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中　　田　　　　　明

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 池　　田　　哲　　也

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本興業株式会社

の2023年4月1日から2024年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2023年10月1日から2023年12月31日ま

で）及び第3四半期連結累計期間（2023年4月1日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本興業株式会社及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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